
個人トータル表

男　子 平成28年8月1日 14:30 開始

２回戦

15 16
61 11 21 80

15 21
20 22

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

4 柳瀬　亮 0 0 0 0 1 * 4 藤本　巧太 21 0 10 1 3

* 5 庄司　勇人 25 1 8 6 1 * 5 濱田　裕太郎 24 4 5 2 1 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 清水　翔太 2 0 1 0 3 * 6 井上　敬翔 15 1 4 4 1 TeamA 14:22 15:33 30:43 33:15 : : : : :

* 7 伊藤　修人 3 1 0 0 0 7 大杉　飛翼 4 0 2 0 1 TeamB : : : : : : : : :

* 8 八村　阿蓮 8 0 4 0 2 8 窪田　靖生 - - - - -

* 9 江戸保　礼央 2 0 1 0 4 9 井上　友翔 - - - - -

* 10 相原　アレクサンダー学 13 1 4 2 2 10 川地　湖太郎 - - - - -

11 江戸保　賢人 0 0 0 0 1 * 11 山路　哲司 7 2 0 1 3

12 本間　紗斗 3 1 0 0 1 12 牛尾　慶斗 - - - - -

13 塚本　舞生 5 1 0 2 1 13 宮田　渚生 - - - - -

14 古川　空音 - - - - - 14 藤本　翔己 - - - - -

15 田中　裕也 0 0 0 0 1 * 15 小島　基嵩 9 0 4 1 2

ｺｰﾁ 佐藤　久夫 0 ｺｰﾁ 沼波　望 0

Aｺｰﾁ 木伏　智久 Aｺｰﾁ 石原　雅也

合　　　計 61 5 18 10 17 合　　　計 80 7 25 9 11

　　主審： 渡邊 整

　　副審： 和田敏文

戦評： 記録： 五日市高校
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平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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明成 育英

〔 戦 評 〕

第１Ｐ、両チームともにハーフコートマンツーマンでスタート。明成は＃５を攻めの起点に、ドライブインや３Ｐ

シュート、オフェンスリバウンドからのシュートで得点を重ねる。対する育英は＃５、＃６の３Ｐシュートや、速い展

開からのランニングシュートで応戦し、両者一歩も引かない。互角の展開のまま１５対１６で育英が１点リードし第

１Ｐを終えた。

第２Ｐ、明成は＃５のドライブや＃８のポストプレーなどオフェンスに変化をつけるものの、なかなか点が伸びない。

その間育英は＃４の巧みなドリブルを起点にシュート決め、オールコートプレスを仕掛けて点差を広げていく。明

成はディフェンスをマッチアップゾーンに切り替えて対応するが勢いは止まらず、２６対３７と育英リードで前半終了。

第３Ｐ、育英の攻撃を止めようと、明成はゾーンディフェンスを激しくする。また、＃８のゴール下や＃１３の３Ｐ

シュートで得点を重ねる。しかし、育英も粘り強く攻め、＃５の３Ｐや＃１５のシュートで得点を重ねる。明成のディ

フェンスにアジャストし始めた育英は連続でシュートを沈め、徐々に点差が開いていく。４１対５８、育英のリードが

さらに広がり第３Ｐ終了。

第４Ｐ、開始直後から明成はオールコートプレスを仕掛け連続得点をする。しかし育英の粘り強いディフェンスに

シュートがなかなか決まらず、点差を縮められない。育英はリバウンドから速いオフェンスを展開し確実に点を重

ねていく。なんとか追いつきたい明成は＃５の３Ｐシュートやドライブインで得点する。しかし育英も巧みにプレスを

かわし、得点を重ねて追跡を許さない。６１対８０で試合終了。育英が３回戦へと駒を進めた。
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